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５Ｇ用周波数の国際的な検討状況

6GHz以下 6GHz以上

米国
 600MHz

⇒インセンティブ・オークションを実施
 3.55‐3.7GHz

⇒市民ブロードバンド無線サービス（CBRS）での
活用を検討

 27.5‐28.35GHz、37‐38.6GHz、38.6‐40GHz、64‐
71GHz
⇒2016年7月公表

 WRC‐19候補周波数帯（11バンド）

⇒既存無線システムとの共用検討を推進

欧州  700MHz
⇒カバレッジ確保・屋内向け

 3.4‐3.8GHz
⇒プライマリバンド

 24.5‐27.5GHz
⇒パイオニアバンド

 31.8‐33.4GHz、40.5‐43.5GHz
 WRC‐19候補周波数帯（11バンド）

⇒既存無線システムとの共用検討を推進

中国  3.4‐3.6GHz
⇒地球局との共用検討を実施中

 3.3‐3.4GHz、4.4‐4.5GHz、4.8‐5.0GHz
⇒国内調整中

 26GHz帯、40GHz帯
⇒共用検討を実施

 WRC‐19候補周波数帯（11バンド）

⇒既存無線システムとの共用検討を推進

韓国
 3.4‐3.7GHz

⇒5G等での活用を検討し、2018年までに確保

 26.5‐29.5GHz
⇒2018年までに27.5-28.5GHzを確保。2021年ま

でに、26.5-27.5GHz、28.5-29.5GHzの確保を
検討（状況を応じ、前倒しの可能性あり）

 WRC‐19候補周波数帯（11バンド）

⇒2021年までに確保

日本  3.6‐4.2GHz、4.4‐4.9GHz
⇒既存無線局との共用検討

※3.48-3.6GHzは割当て済み

 27.5‐29.5GHz
⇒既存無線局との共用検討

 WRC‐19候補周波数帯（11バンド）

⇒既存無線システムとの共用検討を推進

※現在LTE等で利用している周波数帯についても5G導入を検討
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